
キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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　今月号の特集１は、中小企業が健康経営に
取り組むうえでのポイントなどについて４
ページにわたって取り上げました。
　企業が従業員の健康保持・増進について積
極的に取り組むことが、経営に不可欠な要素
になってきています。働く人たちが「健康」であることに
よって、経営も「健康」になり、それが企業のイメージアッ
プにつながる、地域の中小企業にとっても大きなメリッ
トになると感じました。
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前
橋
が
誇
る
夏
の
風
物
詩

「
前
橋
七
夕
ま
つ
り
」を
、
7

月
5
日（
木
）か
ら
8
日（
日
）の

4
日
間
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
は
、
商
店
街
の
皆
さ
ん

に
よ
る
伝
統
的
な
七
夕
飾
り
や

市
内
園
児
に
よ
る
竹
飾
り
、
福

祉
施
設
の
方
々
の
手
作
り
飾
り

な
ど
約
6
5
0
本
の
七
夕
飾
り

で
彩
ら
れ
る
他
、「
ゆ
か
た
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
も
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ「
ゆ
か
た
」を
着
て
、
心

ゆ
く
ま
で
前
橋
の
七
夕
ま
つ
り

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

　

水
戸
の
下
市
は
、
田
町
と
い
わ

れ
た
よ
う
に
、
低
湿
地
を
埋
め
立

て
て
造
成
さ
れ
た
た
め
に
水
が
悪

く
、
飲
料
水
に
不
自
由
し
て
い
ま

し
た
。
笠
原
水
道
は
、
徳
川
光

圀
公
が
徳
川
頼
房
公
の
遺
志
を

継
ぎ
、
水
戸
下
町（
現
在
の
下
市

地
区
）の
給
水
難
を
解
消
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
、
総
延
長
約
10

㎞
に
も
及
ぶ
上
水
道
の
水
源
地

で
す
。
上
水
道
と
し
て
は
日
本

国
内
で
18
番
目
に
古
く
、
寛
文
２

（
１
６
６
２
）年
に
工
事
が
始
ま

り
、
翌
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
水
道
は
、
昭
和
７
年
に
全
市
水

道
が
完
成
す
る
ま
で
、
下
市
の
上

水
の
主
た
る
供
給
源
で
あ
り

続
け
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
、

当
時
水
道
管
に
用
い
ら
れ
て
い

た
岩
樋
の
復
元
な
ど
が
飾
ら

れ
た
広
場
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
彰
考
館
総
裁
を
務
め
た

藤
田
幽
谷
の「
浴
徳
泉
記
」の

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

徳川光圀公が作った「笠原水道」第６８回前橋七夕まつり

日時／平成３０年７月５日（木）~８日（日）
会場／主会場は前橋中心市街地

問い合わせ／☎027-234-5109 （前橋七夕まつり実施委員会（前橋商工会議所内））
問い合わせ／水戸商工会議所 ☎029-224-3315

り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

■
お
す
す
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

◎
ほ
め
ほ
め
シ
ャ
ワ
ー
で
子
育
て

◎
大
人
も
子
ど
も
も
、「
生
活
リ
ズ
ム
向

上
宣
言
」

◎「
叱
り
」の
極
意

◎「
子
ど
も
と
年
中
行
事
」（
親
子
で
参

加
体
験
可
能
） 

ほ
か

■
参
加
者
の
声

ま
す
が
、
最
寄
り
の
日
本
銀
行
歳
入
代

理
店
・
郵
便
局
等
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
手
続
き
の
際
は
、
申
告
書
と
納
付

書
を
切
り
離
さ
ず
に
保
険
料
を
添
え
て

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
労
働
保

険
料
申
告
等
の
事
務
を
社
会
保
険
労
務

士
や
労
働
保
険
事
務
組
合
に
委
託
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
）。

　

な
お
、
申
告
書
作
成
の
結
果
納
付
す
べ

き
保
険
料
が
発
生
し
な
い
場
合
、
口
座
振

　

宇
都
宮
市
で
は
、
日
頃
は
仕
事
で
忙

し
く
、
子
育
て
に
関
心
が
あ
っ
て
も
な
か

な
か
講
座
等
に
参
加
で
き
な
い
保
護
者

の
方
の
た
め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

企
業
等
と
連
携
し
た
家
庭
教
育
支
援
の
一

環
と
し
て
、「
子
育
て
」に
関
す
る
講
話

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う「
親
学
出
前

講
座
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
々
企
業
等

か
ら
の
ご
依
頼
も
増
え
て
お
り
、
職
場

の
会
議
室
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
57
種
類

の
多
様
な
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
お
り
、
講
師
謝
金
等
の
費
用
は
か
か

　

平
成
30
年
度
の
年
度
更
新
の
手
続
き

は
、
６
月
１
日
〜
７
月
10
日
ま
で
の
間

に
行
っ
て
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
の
算
定
方
法
は
、
平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
に
支
払
っ
た
賃
金
総
額
に
保
険
料

率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・
納
付

は
栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
取
室
・
労

働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
受
け
付
け
て
い

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

職
場
研
修
と
し
て「
宇
都
宮
市
・
親
学
出
前
講
座
」を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
30
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・
納
付
期
間
は
６
月
１
日
〜
７
月
10
日
で
す

「
た
だ
叱
る
だ
け
で
は
な
く
、
意
図
が
相

手
に
も
伝
わ
る
よ
う
に
叱
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
さ
ら
に
、

「
叱
る
」と「
怒
る
」の
違
い
が
た
め
に
な
っ

た
」

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
初
対
面
同
士
の
職

員
で
も
楽
し
く
取
り
組
め
た
」

「『
聞
く
』で
は
な
く『
聴
く
』が
大
切
な
ん

だ
と
、
再
確
認
で
き
た
」

■
平
成
29
年
度
の
実
績

◎
実
施
総
数　

１
２
６
件（
参
加
者
数　

５
、
９
９
０
人
）

替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
金
融

機
関
で
申
告
書
の
取
り
扱
い
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
栃
木
労
働
局
ま
た
は
労
働

基
準
監
督
署
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
子
申
請
に
よ
る
労
働
保
険

の
年
度
更
新
の
申
告
も
ｅ-

Ｇ
Ｏ
Ｖ（
電

子
政
府
の
総
合
窓
口
）か
ら
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
室
、
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職

■
対
象
：
乳
幼
児
〜
小
中
学
生
の
保
護

者◎
所
要
時
間
：
30
分
〜

◎
参
加
人
数
：
3
人
〜

※
時
間
や
人
数
な
ど
、
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

業
安
定
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ
宇
都
宮
市
教
育
委
員
会

事
務
局
生
涯
学
習
課　

家
庭
教
育
・
地
域
人
材
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
6
4
8

問合せ
栃
木
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
8-

6
3
4-

9
1
1
3

第６８回前橋七夕まつり
笠原水道

３
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
６
回
新
商

品
・
新
サ
ー
ビ
ス
合
同
プ
レ
ス
発
表
会
」で

発
表
し
た
各
社
と
商
品
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
今
回
は
ラ
マ
接
骨
院
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

小さい負荷で
より効果的なトレーニングを

合同プレス発表会で発表する時任院長

ラマ接骨院

　

平
成
24（
２
０
１
２
）年
に
ラ
マ

接
骨
院
を
開
院
し
て
以
来
、
一
般

の
人
だ
け
で
な
く
多
く
の
一
流
ア

ス
リ
ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
健

康
管
理
を
手
が
け
て
き
た
、
時
任

陽
輔
院
長
。
最
新
式
の
機
器
や
療

法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
地
域

の
人
だ
け
で
な
く
幅
広
い
人
々
に

支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
ど
も
で
行
っ
て
い
る
最
新
血

流
制
限
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
Ｐ
Ｐ
Ｃ

Ｔ
）は
、
従
来
型
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
比
べ
て
体
へ
の
負
荷
が
小
さ
く
、

時
間
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
」と
話

す
時
任
院
長
。
一
昨
年
の
８
月
か

ら
導
入
し
ま
し
た
が
、
思
っ
た
以

上
に
効
果
が
あ
り
、
ア
ス
リ
ー
ト

か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

血
流
制
限
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

定
め
ら
れ
た
部
位
の
血
流
を
制
限

し
た
状
態
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
軽
い
運
動
で
も

大
き
な
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。
近
年
し
ば
し
ば

目
に
す
る「
加
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

も
血
流
制
限
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一

種
で
す
。

　
「
ラ
マ
接
骨
院
で
導
入
し
て
い
る

Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｔ
は
、
多
連
カ
フ（
複
数

の
カ
フ
）を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

通
常
の
血
流
制
限
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
さ
ら
に
効
果
が
上
が
る
よ
う
改

良
し
た
も
の
で
、
一
般
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
と
比
較
し
て『
耐
乳
酸

性
が
通
常
の
血
流
制
限
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
比
べ
て
す
ば
や
く
で
き
る
』

『
瞬
発
力
の
大
き
い
速
筋
と
、
持

続
力
の
た
め
の
耐
乳
酸
性
の
両
方

を
同
時
に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
』

な
ど
、
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く

説
明
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
興
味

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

以
外
に
も
、
筋
肉
の
衰
え
た
シ
ニ

ア
の
リ
ハ
ビ
リ
や
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

な
ど
に
も
効
果
を
あ
げ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
「
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｔ
は
中
高
年
の
体
力
低

下
対
策
と
し
て
も
優
れ
た
効
果
を

発
揮
し
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
合
わ
せ

た
的
確
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

　

時
任
院
長
は
、
今
後
は
県
内

外
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支
援
を

さ
ら
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
地
域

の
小
中
高
校
生
の
ア
ス
リ
ー
ト
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
強
化
す
る

な
ど
、
地
域
貢
献
に
も
力
を
い
れ

た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

ラマ接骨院 1028-653-3957  http://rama-s.com宇都宮市さつき3-13-11

ラマ接骨院院長
時任  陽輔さん

最新血流制限トレーニング
（ＰＰＣＴ）機器

「COCOAR2」を
インストールして
写真にかざすと

発表風景が見れます。

下市地区に設置されていた
竜頭共用栓（復元）


